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Hydrargillit並びに水酸化アル ミニウムゲノレ

の熟成の電子組徴鏡に依るjUl察

鈴 木 彰 ・山附英 一

(Jti :r: 試)

緒
= 

'" 
ffi子抑微鏡に依れば， アルミナ触妹はその形態がJ;;'i:1点以Jjijの水般化アノレ 1ニクムのn:伏に

fiえって Ij{ る 'ji が見 li\ された。 íltってアノレ 1 ナ I(/M\~ としてJIlいら~'Lる水同校イ包アノレミニクムの jf，if，生

放びに柑pili変化を知lるがは辺、l川、のある可jiとJうえられる。 このNt11;.でIt，h': ，'，，'r1'I:7J、酸化アノレミニ

ワム並びに無定形水門変化アノレ Eニクムについて， '112子 ~:lt微鏡， マイクロディフラク ν ョ γ に(点

る屯子1，-，1fJîに(点っ て 件られた制祭れ'::.I~を 01H与する。

1) 結晶性水酸化アルミ二ウム

パイヤ ー法に依って生成せられた Hydrargillitは主として，六PJfU:伏，又は而f!jが 120C，

90
0

， 60。はこれに近い角度をわする結fillである事が認められた。 ここでは， NaOH濃度，

第 1 圃 x20000
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第 2 箇 x20000

140 g/R-. Na，u/Al.，Ol= 1.6の条1'1で生成した Hydrargillitll が六戸j板l伏汚j十結晶に発迷した屯

子~fl 微鏡(訟を示す(第 1 閃\ Hydrargillit 1士pseudo-hexagonalであり ，(sニ85.260) カドミク

ムハライドと同採に肝格子をなす。 その形)伏からこの(泣に表われたがけ弘前は(OOOl)-lliiの投彩

而であると考えられる。

次にhIIJJ1表面!がí1よ子 f~(lm引に (1<って変化する きl~i};\tZ、められた(第 2 阿)。 この変化は一見熔

繭1:現象のように卵、えた。 しかし a-アルミナの両1:/;，IJ 20500Cわであり ，'111子線照射に(1<る物質
の温度上f(:，主，2000"C以上になるとは巧えられないり。 従ってこの現象li，従来報告せられて

いる加熱に依って生ずるアノレ三ナの変態1)の一つであろうと忠われる。 l!Ji)[i:Fisherも，アル

ミナの屯子総!照射に(火る変化をマイクロデ fブクνョγに(1<るブJil;で利べたが， その焔iむをひと

定する 'J[I士できなかった向。

2) 無定形水酸化アルミエウム

アノレミニクム l'íu'~とアノレカリより生成した水酸化アノレミニ ュ ー ム l土 ， その il~J丈 ， pH， t.t i~世

方 jl、 に(よって ， その'l' 1， nを ~N にする故， 1H~その研究者の名前を附して 11予ばれる。 これらの水

酸化アノレミニヲムに ν士山、てのむ子山iiWkf克に(1¥る研究はi誌jι沢村，Souza Santos， Watson的に
íl，って l~U告せられた。これらの水限化アノレミニクム ゲ ノレは製 jj、 が可成阻íl訓である 。 従ってこの

報告では， 向上 ~~t ~1_~;'Lに過する i'(j:)[tの方法で生成した水門主化アノレミニクムの川水 (980C)rlrに於

ける熟成過程を屯子駅微鏡並びにマイクロディフラクνョンに依って形態故びに椛造変化をiむ
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求しTニ。

?]¥.I'i変化アノレ ミニワムグノレは次のようにして生成されたo 1(10 N-Al (NO山溶液と 1(10N-

NaOH溶液を間同にJJiIえ (pH6.98-7.03， -:;、j品)， 10 分~\j l民作し ， 充分水洗したf歩に， 街、濁 il~

を iL;j!日上で かi 然L. ， 次の II~ 川悦に ;A 1斗をIfx り ， 't1l子以微鏡で観者宅し，.11.'つm子回折;)tびにマイ
クロディフラク ν ョンに(i，る 回折阪を 1 1•トた。採取した試料は，

i先日i年後 111占fi¥i， 2 II~' I日J， 151時間， 70時間J， 500llHi¥J 

れ加熱f五のものであ る，íjI子抗l 微J，;hlJi.Ai'+としては ， 懸過~ìl~を適当な ii~~にうすめ，そのー泌

をコロジオン股上にのせ，ヨL酸化燐の人ったデνケーター中で吸引 しながら乾燥した。

1) 先 i主 t五
~ii微鏡{泣 l士 ， 50Å 以下の繊~:H， :U; と 2与えられる粒子の凝集である。マイク ログィフラクジ

ョンに(火る回折i初土 diffuseである (第3図 a，b)。

第 3圃 a X50000 第 3箇 b

2) 加熱 1時間

顕微鏡{までは 100A liij後，長さ不定の絡J伏7'1長級*H:U;と)5えられる純子が観祭される。回

初i'¥加工 Bohmitの 1.85A， 1.42 A， l.l3 Aの線がぶわれている(第4図 a，b)。

3) 力11然 21時fliJ

~!(\微鏡 i汝では 100-200 Å f'，'J主の繊*.H :lR 物'f1の制 :V~紛糾が矧祭さ れた。 この以合の回折阪
は，J:の3本のttの外!こ 3.23A， 2.38 A ;);0~主く去われ， ブ7イ主性を示す これらの線[士作f;!eも
Bりh mit である~J iを示しているも

4) 力11f:!¥15 Ii !i~n 

100-200 Aね3ほの織品H:伏村守 と，これらの凝り、したと，汚えられる物'11が槻祭される。liIl
折阪はliijと|日じ B凸hmitを'Jトれ

5) 加熱 70!1，;'f，lJ 

ここでは， 2村知の1"1jlI' í世が制祭された。 )I~ に B凸hmit の 1.85 A， 1.474 A， l.l47 A (士有

利するが，他の記長の衣われブIji'J;y{る。一つは 5.20A， 2.74 Aで Bayeritと巧えられ(第 5図的，
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第 4闘 a x25000 第 4圏 b

第 5圃 a 第 5画 b
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第 6 園 ×お000

第 7 圃 x3噸000



第 8鳳 b
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第 8 圃 a x50000 

第 9 圃 x30000
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3.60 A， 3.12 A は Hydrargillitと考えられる(第5図 b)。 次に各々の回折像に相当する顕微鏡

像は第6図 (Hydrargillitに相当する部分)，第7図 (Bayeritに相当する部分)である。 この像

から観察される事は径 150A程度の繊維朕粒子がある一定の形に凝集し次の物質えの移行を示

している事である。第6図では， 120
0
の面角形成に第7図では Somatoidを中心に円形を形造

って繊維朕粒子は配列している。

6) 加熱 500時間

繊維状粒子は全く消失し，径 200~500Å の粒子の凝集したものと(第 9 図)， 90~1200 の

面角を有する薄片のみが見出された(第8図Lこの薄片は数層に重なって生長しているのが認
められる。この回折像は六回対称の N模様を示している(第8図b)。 この物質が Hydrargillit

か Bayeritであるかは，まだはっきり結論ずける事はできない。第9図の粒子の部分は回折像

を示さなかった

結論

1) パイヤー法に依って，理想的に生成したと思われる Hydrargillitが電子顕微鏡に依り

観察せられた。観察された結晶は (0001)面を示し又結晶表面が電子線に依り変化する事が観察

された。

2) 硝酸アノレミニクムとアンモニアより生成した水酸化アルミニヲムの 98-100
G

Cに於け

る熟成過程が，電子顕微鏡に依りその形態変化が又マイクディフラク νョンに依りその構造変

が化追求された。その得られた結果は，

(1) 加熱前は回折像は di妊useである。

(2) 途中で HydrargillitとBayeritの2種類の結晶が生成する。

(3) 繊維朕物質(Bohmiりは消失L，薄片又は粒子肢の物質となる c

本研究を本討論会に発表の機縁を与えられたJ 科学研究所山口成人博士に謝意、を表す。本

研究に使用した電子顕微鏡はSM-IB型(島津製作所)並びに JEM-4型(日本電子光学研究所)

である。

マイクロディプラクνョシに依る電子顕微鏡実験は， 日本電子光学渡辺氏の援助に依って
為された。ここに同氏に並びに伊藤ー夫氏に謝意を表す。
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